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(57)【要約】
【課題】遊技者に対して期待感や高揚感を与える演出動
作を可能とする押しボタンスイッチ、外部演出動作機構
、及び遊技機を提供する。
【解決手段】
　押しボタンスイッチ１０は、遊技機に対して固定的に
取り付けられる。上カバー１１はベゼル１２および下ケ
ース３に対してヒンジ結合されており、該ヒンジ部の軸
を中心に上下方向に回動可能となっている。上カバー１
１は、可動ボタンモジュールとしてアクチュエータによ
って上下方向の回動が可能となっている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機において用いられる押しボタンスイッチであって、
　該押しボタンスイッチを前記遊技機に対して固定的に取り付けるための取付部と、
　前記取付部に対してヒンジ部にて結合されており、該ヒンジ部を中心に上下方向に回動
可能となっている可動ボタンモジュールと、
　駆動部を備え、前記可動ボタンモジュールに前記上下方向の回動駆動力を与えることが
可能なアクチュエータとを有していることを特徴とする押しボタンスイッチ。
【請求項２】
　請求項１に記載の押しボタンスイッチであって、
　前記アクチュエータは、前記駆動部として正転および逆転の両方の回転駆動が可能なモ
ータを備えており、
　前記アクチュエータは、正転および逆転駆動を繰り返すことにより、前記可動ボタンモ
ジュールに対して任意の位置で上下運動を繰り返す揺動運動を行わせることが可能である
ことを特徴とする押しボタンスイッチ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の押しボタンスイッチであって、
　前記可動ボタンモジュールは、上方向に回動させる付勢力を与えられながら前記取付部
に取り付けられているものであり、
　前記アクチュエータは、
　前記駆動部の駆動力を受けて回転する回転部材と、
　前記回転部材と前記可動ボタンモジュールとを連結するものであり、前記回転部材の回
転によって前記可動ボタンモジュールを下方向へ引き込むことが可能なリンク部材と、
　前記回転部材および前記リンク部材により前記可動ボタンモジュールが最下位置に来た
場合に、前記可動ボタンモジュールを最下位置で保持可能な保持部材と、
　前記回転部材が所定の回転位置に来た場合に、前記保持部材による前記可動ボタンモジ
ュールの保持を解除する保持解除部材とを備えていることを特徴とする押しボタンスイッ
チ。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか一つに記載の押しボタンスイッチを備えることを特徴とする遊
技機。
【請求項５】
　遊技機において用いられる外部演出動作機構であって、
　該外部演出動作機構を前記遊技機に対して固定的に取り付けるための取付部と、
　前記取付部に対してヒンジ結合されており、該ヒンジ部を中心に上下方向に回動可能と
なっている可動モジュールと、
　駆動部を備え、前記可動モジュールに前記上下方向の回動駆動力を与えることが可能な
アクチュエータとを有していることを特徴とする外部演出動作機構。
【請求項６】
　請求項５に記載の外部演出動作機構を備えることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機において用いられる押しボタンスイッチ及び外部演出
動作機構、並びにこれを備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パチンコ機には、該パチンコ機の演出動作に遊技者が参加できるようにするため
の押しボタンスイッチが設けられている（例えば、特許文献１）。また、このような押し
ボタンスイッチ自体において、光演出やアクチュエータによる動きを取り入れた演出機能
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を持たせることも行われている。これは、派手な光演出や動きによって、遊技者に対して
ゲームへの期待感を持たせることを目的としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１７８２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような押しボタンスイッチでは、遊技者に対して期待感や高揚感を与えるための様
々な演出動作が求められる。
【０００５】
　また、アクチュエータによる動きを取り入れた押しボタンスイッチでは、該押しボタン
スイッチにおける動きが、単一または単調な動作では遊技者が飽きてしまう。押しボタン
スイッチの演出動作は、アクチュエータの搭載個数を増やすことによって複雑化すること
が可能となる。しかしながら、アクチュエータの個数を増やすと、機器の高額化、重量化
および大型化を招く上、発熱や破損など品質的なリスクも高くなるといった問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、遊技者に対して期待感や高揚感を与
える演出動作を可能とする押しボタンスイッチ、外部演出動作機構、及び遊技機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明は、遊技機において用いられる押しボタンスイッ
チであって、該押しボタンスイッチを前記遊技機に対して固定的に取り付けるための取付
部と、前記取付部に対してヒンジ部にて結合されており、該ヒンジ部を中心に上下方向に
回動可能となっている可動ボタンモジュールと、駆動部を備え、前記可動ボタンモジュー
ルに前記上下方向の回動駆動力を与えることが可能なアクチュエータとを有していること
を特徴としている。
【０００８】
　上記の構成によれば、可動ボタンモジュールをアクチュエータからの駆動力によって上
下方向に回動させ、遊技者に対して期待感や高揚感を与える演出動作を行わせることが可
能となる。
【０００９】
　また、上記押しボタンスイッチでは、前記アクチュエータは、前記駆動部として正転お
よび逆転の両方の回転駆動が可能なモータを備えており、前記アクチュエータは、正転お
よび逆転駆動を繰り返すことにより、前記可動ボタンモジュールに対して任意の位置で上
下運動を繰り返す揺動運動を行わせることが可能な構成とすることができる。
【００１０】
　上記構成によれば、任意の位置で正転および逆転駆動が可能なモータを使用することに
よって、可動ボタンモジュールの演出動作の一つとして、任意の位置で上下運動を繰り返
す揺動運動を行わせることが可能となる。
【００１１】
　また、上記押しボタンスイッチでは、前記可動ボタンモジュールは、上方向に回動させ
る付勢力を与えられながら前記取付部に取り付けられているものであり、前記アクチュエ
ータは、前記駆動部の駆動力を受けて回転する回転部材と、前記回転部材と前記可動ボタ
ンモジュールとを連結するものであり、前記回転部材の回転によって前記可動ボタンモジ
ュールを下方向へ引き込むことが可能なリンク部材と、前記回転部材および前記リンク部
材により前記可動ボタンモジュールが最下位置に来た場合に、前記可動ボタンモジュール
を最下位置で保持可能な保持部材と、前記回転部材が所定の回転位置に来た場合に、前記
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保持部材による前記可動ボタンモジュールの保持を解除する保持解除部材とを備えている
構成とすることができる。
【００１２】
　上記の構成によれば、回転部材とリンク部材と保持部材とによって可動ボタンモジュー
ルを下方向へ引き込むと共に最下位置で保持する格納動作が可能となる。さらに、可動ボ
タンモジュールの保持を解除し、保持を解除された可動ボタンモジュールを付勢力によっ
て上方に開放する開放動作が可能となる。これにより、可動ボタンモジュールの演出動作
の一つとして、格納動作と開放動作とを組み合わせた演出動作を行わせることが可能とな
る。
【００１３】
　上記の課題を解決するために、本発明の遊技機は、上記記載の押しボタンスイッチを備
えていることを特徴としている。
【００１４】
　上記の課題を解決するために、本発明の外部演出動作機構は、遊技機において用いられ
る外部演出動作機構であって、該外部演出動作機構を前記遊技機に対して固定的に取り付
けるための取付部と、前記取付部に対してヒンジ結合されており、該ヒンジ部を中心に上
下方向に回動可能となっている可動モジュールと、駆動部を備え、前記可動モジュールに
前記上下方向の回動駆動力を与えることが可能なアクチュエータとを有していることを特
徴としている。
【００１５】
　上記の課題を解決するために、本発明の遊技機は、上記記載の外部演出動作機構を備え
ていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の押しボタンモジュール、外部演出動作機構、および遊技機は、可動ボタンモジ
ュール（または可動モジュール）をアクチュエータからの駆動力によって上下方向に回動
させる演出動作を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態を示すものであり、遊技用押しボタンスイッチが搭載される
パチンコ機の外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態を示すものであり、（ａ）は押しボタンスイッチを前方斜め
上から見た場合の斜視図であり、（ｂ）は後方斜め下から見た場合の斜視図である。
【図３】押しボタンスイッチの構造を示す分解斜視図である。
【図４】（ａ）は押しボタンスイッチにおける上カバーの閉状態を示す斜視図であり、（
ｂ）は上カバーの開状態を示す斜視図である。
【図５】駆動機構部の構造を示す分解斜視図である。
【図６】駆動演出部を示す斜視図である。
【図７】（ａ），（ｂ）は、可動ボタンモジュールの格納動作を示す説明図である。
【図８】（ａ）～（ｃ）は、可動ボタンモジュールの開放動作を示す説明図である。
【図９】（ａ），（ｂ）は、可動ボタンモジュールの開状態での揺動動作を説明する図で
ある。
【図１０】（ａ），（ｂ）は、可動ボタンモジュールの閉状態での揺動動作を説明する図
である。
【図１１】（ａ）は開放動作時におけるフック解除動作を示す説明図であり、（ｂ）は閉
状態での揺動動作時におけるフック解除動作を示す説明図である。
【図１２】（ａ）～（ｃ）は、遊技者による可動ボタンモジュールの押し下げ動作を示す
説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
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　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本実施の形態に係る押しボタンスイッチ（外部演出動作機構）１０が搭載され
るパチンコ機（遊技機）１の外観を示す斜視図である。図１に示すように、押しボタンス
イッチ１０はパチンコ機１の前面中央に具備されている。ここでは、パチンコ機１におい
て遊技者が対面する側の面を前面とする。
【００２０】
　図２は、本実施の形態に係る押しボタンスイッチ１０の外観を示す斜視図であり、（ａ
）は前方斜め上から見た場合、（ｂ）は後方斜め下から見た場合を示している。図３は、
押しボタンスイッチ１０の構造を示す分解斜視図である。押しボタンスイッチ１０は、主
に、上カバー１１、ベゼル１２および下ケース１３によって外観が構成されており、さら
に、光演出部１４、駆動機構部１５および可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６を
有している。
【００２１】
　ベゼル１２および下ケース１３は、後述する駆動演出部１５Ａの下ケース１５Ａｃ（図
５参照）と共に、押しボタンスイッチ１０をパチンコ機１に対して固定的に取り付けるた
めの取付部として用いられる。
【００２２】
　上カバー１１は、その後端部をベゼル１２および下ケース１３に対してヒンジ結合され
ており、ヒンジ部１７を中心に上下方向に回動可能となっている。また、ヒンジ部１７に
は図示しない付勢部材（例えば弦巻バネ）が備えられており、上カバー１１は、該付勢部
材によって上方向に付勢されている。光演出部１４は、後述する駆動演出部１５Ａのフレ
ーム部１５Ａｆに取り付けて固定される（図６参照）。これにより、押しボタンスイッチ
１０では、上カバー１１が可動ボタンモジュール（可動モジュール）を構成する。図４（
ａ）は、可動ボタンモジュールの閉状態、すなわち、可動ボタンモジュールが最下位置ま
で移動した場合を示している。図４（ｂ）は、可動ボタンモジュールの開状態、すなわち
、可動ボタンモジュールが最上位置まで移動した場合を示している。
【００２３】
　光演出部１４は、光演出用のＬＥＤ（Light Emitting Device）（図示せず）を搭載し
ており、該ＬＥＤを点灯または点滅させることによって光演出を行う。また、複数の異な
る色のＬＥＤを備え、表示色を変化させることによって光演出の効果を高めることができ
る。上カバー１１は、遊技者がＬＥＤの発光を視認できるように少なくとも遊技者から視
認される面の部材を透明または半透明とする。具体例としては、上カバー１１の天面１１
ａを半透明部材とし、前面１１ｂを透明部材とすることができる。
【００２４】
　可動ボタンモジュールが閉状態にある場合には、上カバー１１の殆どは下ケース１３内
に格納される。具体的には、上カバー１１の前面１１ｂは下ケース１３内に格納され、天
面１１ａのみが遊技者から視認可能な状態となる。また、下ケース１３の前面は半透明部
材とされ、可動ボタンモジュールが閉状態にある状態であっても、上カバー１１の前面１
１ｂでの光演出効果が下ケース１３の前面を透過して視認できるようになっている。すな
わち、可動ボタンモジュールの閉状態で光演出部１４が点灯すると、遊技者から見て上カ
バー１１の天面１１ａと下ケース１３とが発光する。一方、可動ボタンモジュールの開状
態で光演出部１４が点灯すると、遊技者から見て上カバー１１の天面１１ａおよび前面１
１ｂと下ケース１３とが発光する。このように、可動ボタンモジュールの開閉状態により
趣向の異なる光演出を行うことができる。
【００２５】
　可動ボタンモジュールは、遊技者の操作によって上記閉状態からさらに下方に押し込む
ことが可能となっている。可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６は、遊技者により
ボタン押し操作がなされた場合にこれを検出する。
【００２６】
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　図５は、可動ボタンモジュールを駆動する駆動機構部１５の構造を示す分解斜視図であ
る。駆動機構部１５は、図５に示すように、駆動演出部１５Ａと振動モジュール１５Ｂと
からなる。駆動演出部１５Ａは、可動ボタンモジュールを上記ヒンジ部１７を中心に上下
方向に揺動させるためのアクチュエータとして備えられる。また、振動モジュール１５Ｂ
には振動モータが搭載されており、該振動モータを駆動させることにより可動ボタンモジ
ュール全体に振動を与えることができる。
【００２７】
　次に、駆動演出部１５Ａの具体的構成を図６を参照して説明する。駆動演出部１５Ａは
、大略的に、ステッピングモータ（駆動部）１５０、回転カムプレート（回転部材）１５
１、モジュール開閉リンク（リンク部材）１５２、モジュール閉保持フック（保持部材）
１５３、バネ１５４、フック解除レバー（保持解除部材）１５５およびカムプレート回転
位置検出センサ１５６を備えて構成されている。
【００２８】
　ステッピングモータ１５０は、駆動演出部１５Ａにおける動力源であり、パルス駆動信
号によって所定角度毎の回転が可能である。また、ステッピングモータ１５０は、正転お
よび逆転の両方の回転駆動が可能なモータである。回転カムプレート１５１は、ステッピ
ングモータ１５０によって回転駆動されるものであり、ステッピングモータ１５０からギ
ア等を介して回転駆動される軸１５７の両側に配されている。
【００２９】
　回転カムプレート１５１は、フランジ部１５１ａとカム部１５１ｂとからなり、フラン
ジ部１５１ａには、モジュール開閉リンク１５２の一端が回転自在に取り付けられている
。回転カムプレート１５１の回転軸（すなわち軸１５７）およびモジュール開閉リンク１
５２の回転軸１５２ａは、上カバー１１のヒンジ部１７の軸１７ａ（図３参照）と平行で
ある。フランジ部１５１ａにおけるモジュール開閉リンク１５２の取付位置は、フランジ
部１５１ａの回転中心から半径方向に離れた位置となっている。また、モジュール開閉リ
ンク１５２の他端には長穴１５２ｂが形成されており、長穴１５２ｂには上カバー１１に
おいて固定的に設けられたピン部１１ｃ（図７参照）が挿入される。
【００３０】
　モジュール閉保持フック１５３は、可動ボタンモジュールを閉状態において保持するも
のである。モジュール閉保持フック１５３の一端は駆動演出部１５Ａのフレーム部１５Ａ
ｆに対して回転自在に取り付けられており、他端側の先端は上カバー１１に固定的に形成
された係合片１１ｄ（図７参照）に係合して保持できるフックとなっている。モジュール
閉保持フック１５３の回転軸１５３ａは、上カバー１１のヒンジ部１７の軸１７ａ（図３
参照）と平行である。
【００３１】
　バネ１５４は、モジュール閉保持フック１５３と駆動演出部１５Ａが有するフレーム部
１５Ａｆとの間に配置される引張りバネであり、モジュール閉保持フック１５３に対して
付勢力を与えるものである。すなわち、モジュール閉保持フック１５３は、バネ１５４に
より可動ボタンモジュールを保持する方向（係合片１１ｄとの係合方向）に付勢される。
【００３２】
　フック解除レバー１５５は、モジュール閉保持フック１５３による可動ボタンモジュー
ルの保持を解除するものである。フック解除レバー１５５の一端は、モジュール閉保持フ
ック１５３の一端と同じ回転軸１５３ａにおいて、駆動演出部１５Ａのフレーム部１５Ａ
ｆに対して回転自在に取り付けられている。また、フック解除レバー１５５の他端は、回
転カムプレート１５１のカム部１５１ｂと近接して配置され、カム部１５１ｂが回転した
場合に、カム部１５１ｂの外周部に形成された突起部１５１ｄ（図８参照）に接触して揺
動するようになっている。
【００３３】
　フック解除レバー１５５が揺動移動する場合、フック解除レバー１５５はモジュール閉
保持フック１５３に対して一方向にのみ回転力を伝達できるようになっている。具体的に
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は、モジュール閉保持フック１５３が可動ボタンモジュールの保持を解除する方向にのみ
、フック解除レバー１５５はモジュール閉保持フック１５３に対して回転力を伝達できる
。逆に、モジュール閉保持フック１５３は、フック解除レバー１５５に対して、可動ボタ
ンモジュールを保持する方向にのみ回転力を伝達できる。
【００３４】
　このような構成は、例えば、モジュール閉保持フック１５３に設けられた円弧形状の長
穴１５３ｂ（図１１参照）と、フック解除レバー１５５に設けられた係合ピン１５５ａ（
図１１参照）によって得られる。すなわち、フック解除レバー１５５側の係合ピン１５５
ａがモジュール閉保持フック１５３側の長穴１５３ｂに嵌合するように配置される。回転
力を伝達する方向では、係合ピン１５５ａが長穴１５３ｂの一方の端部に接触し、係合ピ
ン１５５ａと長穴１５３ｂとの間で回転力が伝達される。一方、回転力を伝達しない方向
では、係合ピン１５５ａが長穴１５３ｂ内で相対的に移動するのみで、これらの間で回転
力は伝達されない。
【００３５】
　カムプレート回転位置検出センサ１５６は、回転カムプレート１５１の回転位置を検出
するものであり、例えばフォトセンサによって構成される。回転カムプレート１５１には
、外周縁の一箇所に切欠き１５１ｃが設けられている。カムプレート回転位置検出センサ
１５６は、切欠き１５１ｃを検出することによって、回転カムプレート１５１の基準位置
を検出できる。また、回転カムプレート１５１が基準位置からさらに回転駆動された場合
には、該駆動のために与えられたパルス駆動信号のパルス数によって、制御部（図示せず
）が回転カムプレート１５１の現在の回転位置（基準位置からの回転量）を認識できるよ
うになっている。
【００３６】
　本実施の形態に係る遊技用押しボタンスイッチでは、駆動演出部１５Ａによって、可動
ボタンモジュールの格納動作、可動ボタンモジュールの開放動作、および可動ボタンモジ
ュールの揺動動作が行える。以下、それぞれの動作について説明する。
【００３７】
　〔可動ボタンモジュールの格納動作〕
　可動ボタンモジュールの格納動作について、図７を参照して説明する。
【００３８】
　可動ボタンモジュールの格納時には、ステッピングモータ１５０が回転カムプレート１
５１を回動させ（図７（ａ）中の矢印方向（反時計回り方向））、モジュール開閉リンク
１５２を介して可動ボタンモジュールを下方に引き下げる。また、上カバー１１には、モ
ジュール閉保持フック１５３のフック部分と係合して可動ボタンモジュールを保持する係
合片１１ｄが固定的に形成されている。
【００３９】
　上記引き下げ動作によって可動ボタンモジュールが下降する過程で、係合片１１ｄがモ
ジュール閉保持フック１５３の先端の傾斜面１５３ｃに当接し、モジュール閉保持フック
１５３を退避方向（図中の時計回り方向）に回動させる。このとき、モジュール閉保持フ
ック１５３は、フック解除レバー１５５に対して回転力を伝達しない。
【００４０】
　可動ボタンモジュールがさらに下降すると、図７（ｂ）に示すように、モジュール閉保
持フック１５３がバネ１５４の付勢力によって係合片１１ｄに係合し、可動ボタンモジュ
ールが閉状態にて保持される。すなわち、可動ボタンモジュールが下ケース１３内に格納
される。この格納状態は、後述する開放動作が行われるまで保持される。尚、遊技者が手
動で可動ボタンモジュールを押し下げる操作によっても、可動ボタンモジュールを格納状
態へ移行させることは可能である。
【００４１】
　〔可動ボタンモジュールの開放動作〕
　可動ボタンモジュールの開放動作について、図８を参照して説明する。
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【００４２】
　可動ボタンモジュールの開放時には、ステッピングモータ１５０によって回転カムプレ
ート１５１を回転させる（図８（ａ）中の矢印方向（反時計回り方向））。この間、可動
ボタンモジュールは、モジュール閉保持フック１５３によって閉状態で保持されている。
そして、上カバー１１に設けられたピン部１１ｃが、モジュール開閉リンク１５２に設け
られた長穴内で相対的に移動する。
【００４３】
　回転カムプレート１５１が図８（ａ）の状態からさらに回転して図８（ｂ）の状態にな
ると、モジュール閉保持フック１５３が図中の時計回り方向に回動し、可動ボタンモジュ
ールの保持を解除する。この動作は、回転カムプレート１５１におけるカム部１５１ｂが
、フック解除レバー１５５に作用することによってなされる。すなわち、カム部１５１ｂ
の外周縁に形成された突起部１５１ｄがフック解除レバー１５５の一端（図中右側）に当
接し、この状態でカム部１５１ｂが反時計回り方向に回転することで、カム部１５１ｂが
フック解除レバー１５５の一端を押し下げる。これにより、フック解除レバー１５５が、
図中左側の端部を中心に時計回り方向に回動する。フック解除レバー１５５の回動はモジ
ュール閉保持フック１５３に伝達され、モジュール閉保持フック１５３が可動ボタンモジ
ュールの保持を解除する方向に移動する。
【００４４】
　一方、上カバー１１は、上述したように付勢部材（例えば、ヒンジ部１７に設けられた
弦巻バネ）によって上方向に付勢されている。このため、モジュール閉保持フック１５３
による保持が解除されると、図８（ｃ）に示すように、可動ボタンモジュールは上記付勢
部材の付勢力によって跳ね上がり、可動ボタンモジュールが開放される。
【００４５】
　上記格納動作と上記開放動作とを組み合わせることで、例えば、最下位置まで引き込ま
れた可動ボタンモジュールがその位置から上方に跳ね上がるといった演出動作を行うこと
ができる。
【００４６】
　〔可動ボタンモジュールの揺動動作〕
　可動ボタンモジュールの開放動作について、図９および図１０を参照して説明する。図
９は、可動ボタンモジュールの開状態での揺動動作を説明する図である。また、図１０は
、可動ボタンモジュールの閉状態での揺動動作を説明する図である。
【００４７】
　可動ボタンモジュールを開状態で揺動させる場合には、可動ボタンモジュールの開状態
からステッピングモータ１５０に所定パルス数の駆動信号を与え、回転カムプレート１５
１を所定量（例えば、３０°程度）回転させる。これに連動して、可動ボタンモジュール
が下方にわずかに引き下げられる（図９（ａ）から図９（ｂ））。
【００４８】
　さらに、ステッピングモータ１５０を逆方向に同一量駆動させることで、可動ボタンモ
ジュールが元の位置（開状態位置）に戻る（図９（ｂ）から図９（ａ））。この動作を繰
り返し行うことで、可動ボタンモジュールの開状態での揺動動作を行わせることができる
。
【００４９】
　可動ボタンモジュールを閉状態で揺動させる場合には、可動ボタンモジュールの閉状態
からステッピングモータ１５０に所定パルス数の駆動信号を与え、回転カムプレート１５
１を所定量（例えば、４５°程度）回転させる。これに連動して、モジュール閉保持フッ
ク１５３による保持が解除されると共に、可動ボタンモジュールが上方にわずかに開放さ
れる（図１０（ａ）から図１０（ｂ））。
【００５０】
　すなわち、上記動作の間に、カム部１５１ｂの外周縁に形成された突起部１５１ｅ（図
１１（ｂ）参照）がフック解除レバー１５５の一端（図中右側）に当接し、フック解除レ
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バー１５５の一端を押し下げる。このフック解除レバー１５５の回動がモジュール閉保持
フック１５３に伝達され、モジュール閉保持フック１５３が可動ボタンモジュールの保持
を解除する。可動ボタンモジュールの保持が解除されると、付勢部材（例えば、ヒンジ部
１７に設けられた弦巻バネ）の復元力により可動ボタンモジュールが上方にわずかに開放
される。
【００５１】
　さらに、ステッピングモータ１５０を逆方向に同一量駆動させることで、可動ボタンモ
ジュールが元の位置（閉状態位置）に戻る（図１０（ｂ）から図１０（ａ））。この動作
を繰り返し行うことで、可動ボタンモジュールの閉状態での揺動動作を行わせることがで
きる。
【００５２】
　上述した開放動作時に保持を解除させるための突起部１５１ｄと揺動動作時に保持を解
除させるための突起部１５１ｅとは、カム部１５１ｂの異なる位置に形成されている。こ
のため、図１１（ａ）に示すフック解除動作と図１１（ｂ）に示すフック解除動作とでは
、フック解除されたときの可動ボタンモジュールの戻り量が異なる。すなわち、図１１（
ａ）に示すフック解除動作では、可動ボタンモジュールは開状態に近い位置まで大きく戻
り、上述した開放動作を行うことができる。一方、図１１（ｂ）に示すフック解除動作で
は、可動ボタンモジュールの戻り量は小さく、上述した揺動動作を行うことができる。
【００５３】
　また、突起部１５１ｅの形成幅（カム部１５１ｂの円周方向に沿った幅）は、突起部１
５１ｄの形成幅よりも大きく設定されている。これにより、図１１（ｂ）に示すフック解
除がされている時には、図１１（ａ）に示すフック解除がされている時に比べて、可動ボ
タンモジュールの戻り速度を遅くすることができる。
【００５４】
　上記例では、可動ボタンモジュールの開状態での揺動動作と閉状態での揺動動作とを説
明したが、本発明はこれに限定されるものではない。ステッピングモータ１５０は、回転
カムプレート１５１の任意の位置で、かつ、任意の回転範囲で正・逆転駆動を繰り返させ
ることが可能であるため、可動ボタンモジュールの任意の開度（例えば、５０％程度開放
した状態）で揺動動作を行わせることも可能である。
【００５５】
　以上のように、本実施の形態に係る押しボタンスイッチ１０では、１つのアクチュエー
タ、すなわち駆動演出部１５Ａによって、可動ボタンモジュールの格納動作、可動ボタン
モジュールの開放動作、および可動ボタンモジュールの揺動動作が行える。すなわち、１
つのアクチュエータに多様な演出を実現させ、機器の高額化、重量化および大型化を招く
ことなく、複雑な演出動作を行うことが可能となる。
【００５６】
　〔遊技者による可動ボタンモジュールの押し下げ動作〕
　上記説明では、駆動演出部１５Ａによって実行できる押しボタンスイッチ１０の演出動
作について説明したが、押しボタンスイッチ１０では、遊技者による可動ボタンモジュー
ルの押し下げ動作によって操作信号を出力させることも可能である。遊技者による可動ボ
タンモジュールの押し下げ動作について、図１２を参照して説明する。
【００５７】
　押しボタンスイッチ１０では、上述した閉状態における可動ボタンモジュールの位置が
可動ボタンモジュールの移動可能範囲の下限ではなく、遊技者による押し下げ動作によっ
てさらに下方に移動させることが可能である。
【００５８】
　図１２（ａ）は、可動ボタンモジュールが閉状態の位置にある場合を示している。ここ
で、可動ボタンモジュールの上カバー１１には遮光片１１ｅが固定的に設けられている。
一方、可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６が、下ケース１３に対して固定的に取
り付けられている。
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【００５９】
　可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６は、例えば、受光素子と発光素子とを対向
配置してなるフォトマイクロセンサであり、受光素子と発光素子との間に障害物がなく、
受光素子が発光素子からの光を受光している間はオフ信号を出力する。受光素子と発光素
子との間に障害物があり、受光素子が発光素子からの光を受光できなくなると、可動ボタ
ンモジュール位置検出用センサ１６はオン信号を出力する。
【００６０】
　図１２（ａ）に示すように、可動ボタンモジュールが閉状態であるとき、上カバー１１
の遮光片１１ｅは、可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６の近傍にはあるものの、
遮光片１１ｅが受光素子と発光素子との間には入り込まない。このため、可動ボタンモジ
ュール位置検出用センサ１６はオフ信号を出力する。
【００６１】
　可動ボタンモジュールが遊技者によって押し下げられ、図１２（ｃ）に示す状態となる
と、遮光片１１ｅは、受光素子と発光素子との間に入り込む。これにより、受光素子が発
光素子からの光を受光できなくなり、可動ボタンモジュール位置検出用センサ１６はオン
信号を出力する。
【００６２】
　遊技者による可動ボタンモジュールの押し下げ動作がなされ、可動ボタンモジュール位
置検出用センサ１６がオン信号を出力した場合は、該オン信号はパチンコ機１の制御部に
よって検出される。制御部は、上記オン信号を検出した場合に、パチンコ機１の演出動作
に変化を与えたり、あるいは、振動モジュール１５Ｂを動作させて可動ボタンモジュール
全体に振動を与えたりすることができる。但し、可動ボタンモジュール位置検出用センサ
１６によるオン信号（遊技者によるボタン操作検知）をどのように用いるかは、本発明に
おいて特に限定されるものではない。
【００６３】
　尚、遊技者による可動ボタンモジュールの押し下げ動作は、図１２（ａ）に示す可動ボ
タンモジュールの閉状態からのみならず、図１２（ｂ）に示す可動ボタンモジュールの開
状態から行われても良い。
【００６４】
　本発明は、その思想または主要な特徴から逸脱することなく、他のいろいろな形で実施
することができる。そのため、上述の実施例はあらゆる点で単なる例示にすぎず、限定的
に解釈してはならない。本発明の範囲は特許請求の範囲によって示すものであって、明細
書本文には、なんら拘束されない。さらに、特許請求の範囲の均等範囲に属する変形や変
更は、全て本発明の範囲内のものである。
【符号の説明】
【００６５】
　　１　　パチンコ機（遊技機）
　１０　　押しボタンスイッチ（外部演出動作機構）
　１１　　上カバー（可動ボタンモジュール）
１１ｄ　　係合片
１１ｅ　　遮光片
　１２　　ベゼル（取付部）
　１３　　下ケース（取付部）
　１４　　光演出部（可動ボタンモジュール）
　１５　　駆動機構部
　１７　　ヒンジ部
１５Ａ　　駆動演出部（アクチュエータ）
１５０　　ステッピングモータ（駆動部、モータ）
１５１　　回転カムプレート（回転部材）
１５１ａ　　フランジ部
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１５１ｂ　　カム部
１５２　　モジュール開閉リンク（リンク部材）
１５３　　モジュール閉保持フック（保持部材）
１５４　　バネ
１５５　　フック解除レバー（保持解除部材）
１５６　　カムプレート回転位置検出センサ
　１６　　可動ボタンモジュール位置検出用センサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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